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PIGY

PIGY; Phosphatidylinositol N-acetylglucosaminyltransferase subunit Y; Phosphatidylinositol-
glycan biosynthesis class Y protein; PIG-Y
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）の生合成を開始するGPI-N-アセチルグルコサミン転移酵素（GIP-GnT）複合体の一部です。GPIは小胞体で合成され、多くの表面タンパク質のアンカーとして機能します。GPIアンカーを含むタンパク質は、細胞間相互作用において重要な役割を果たす可能性があります。この遺伝子の転写産物はバイシストロニックです。下流のオープンリーディングフレームはこのGPI-GnT複合体タンパク質をコードし、上流のオープンリーディングフレームはGeneID:100996939で表される機能不明のタンパク質をコードします。 [RefSeq提供、2012年8月],機能：小胞体に存在するGPI-GlcNAc転移酵素（GPI-GnT）複合体の構成要素。この複合体は、UDP-GlcNAcから受容体であるホスファチジルイノシトールへのGlcNAcの転移を触媒し、細胞表面タンパク質のGPIアンカー生成における最初のステップとなる。触媒サブユニットPIGAの制御を介して作用する可能性がある。,その他：PIGYは、このタンパク質をコードする同じ2シストロン性転写産物に由来する。,その他：PREYは、このタンパク質をコードする同じ2シストロン性転写産物に由来する。,経路：糖脂質生合成;グリコシルホスファチジルイノシトールアンカー生合成に関与する。,類似性：PREYファミリーに属する。,類似性：TRM112ドメインを1つ含む。,サブユニット：PIGA、PIGC、PIGH、PIGP、PIGQ、およびDPM2からなるGPI-GnT複合体と相互作用する。PIGAとは直接相互作用する。Rasタンパク質とは相互作用しない。,
	研究分野
	グリコシルホスファチジルイノシトール（GPI）アンカー生合成;
	画像データ
	

	PIGY抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

